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経

済
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曹

〇
十月
例
倉

十
月
二
十
七
日
(火
)牛
後
五
時
よ
り
米
麦
愈
館
に
於
て
先

づ
本
年
髭
大
島
院
新
入
畢
生
訪
岩
の
撒
迎
合
を
開
催
､

一
同
晩
盤
を
共
尽

し
た
後
､
八
東
部
長
及
び
高
田
教
授
よ
り
斯
単
研
究
の
摩
庭
並
び
に
方
法

に
つ
き
揮
々
熊
切
な
る
御
撃

不
が
あ
っ
た
O
次
い
で
六
時
牛
よ
り
例
骨
に

入
La
.
次
の
如
き
研
究
報
括
が
行
ほ
れ
た
.

国
家
財
政
と
地
方
財
政

汐

見

教

授

尭
づ

｢
固
ま
財
政
の
指
導
性
と
地
方
財
政
の
自
律
性
｣
な
る
問
題
を
揖

上
げ
､
時
局
の
進
展
が
地
方
生
活
に
放
す
彰
皆
を
人
口
紋
計
を
泡
.J
て

示
し
'
奮
城
下
町
乃
至
平
和
産
業
都
市
の
人
口
城
少
と
軍
需
兎
柴
都
市

の
膨
脹
と
い
ふ
封
朋
的
都
濃
を
指
摘
し
て
所
謂
人
口
の
都
市
集
中
現
象

の
安
和
を
明
か
に
し
た
｡
次
に
最
近
数
年
間
に
於
て
閣
家
財
政
が
臨
時

軍
事
費
特
別
骨
計
を
中
心
に
激
増
し
っ
ゝ
あ
る
に
射
し
地
方
財
政
は
む

し
ろ
停
滞
せ
る
事
を
統
計
的
に
論
じ
て
臨
時
軍
串
費
特
別
食
計
が
国
民

顔
蹄
に
及
す
影
響

の
趣
め
て
重
大
に
し
て
'
嚢
の
人
口
動
態

の
主
因
も

此
虚
に
在
る
と
記
い
た
｡
叉
地
方
財
政
の
支
出
同
に
見
ら
れ
る
固
有
事

務
の
減
少
と
委
任
事
務
の
増
大
な
る
仰
向
に
於
で
､
陶
家
財
政
の
地
方

財
政
に
封
す
る
楯
等
性
の
強
化
が
見
出
き
れ
る
と
な
し
､
し
か
も
前
者

が
如
何
に
後
者
の
特
殊
性
及
自
神
性
を
生
か
す
べ
き
か
と
い
ふ
鮎
に
問

題
の
歪
心
が
存
す
る
寮
を
指
摘
し
た
O
次
に
地
方
財
政
の
収
入
面
に
於

鱒
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〇
六

て
重
要
な
る
地
位
洩
占
め

る
皆

朱
祝
帆
加
税
及
市
町
村
民
税
に
闘
L
t

国
家
の
政
策
と
地

方
の
要
求
と
の
間
の
矛
盾
を
如
何
に
詞
盤
す
る
か
と

い
ふ
興
味
あ
る
問
題
を
文
例
を
挙
げ
て
示
し
た
.
次
に

｢
新
税
制
下
に

於
け
る
地
方
財
政
｣
な
る
問
題
に
於
て
間
数
財
政
と
地
方
財
疎
を
結
ぶ

紐
帯
た
る
泣
付
稗
及
配
付
税
の
問
題
を
聴
上
げ
'
特
に
後
者
が
国
家
の

立
場
よ
り
す
る
各
地
方
財
政
相
互
間
の
調
整
と
い
ふ
重
大
な
る
使
命
を

果
し
っ
1
あ
り
'
や
れ
が
就
中
小
都
市
及
町
村
の
財
政
に
於
て
占
め
る

比
重
の
大

な
る
単
を
述
べ
､
虫
後
に
配
付
税
の
配
分
率
に
何
故
聾
の
億
.

地
あ
り
､
古
に
も
国
家
財
政
と
地
方
財
政
の
粒
び
付
き
に
開
し
解
決
す

べ
き
課
規
の
存
す
る
率
を
稽
摘
し
た
｡

出
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大
家
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'

篠
棟
'
徳
永
'
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移
､
四
秒
r
出
口
､
鈴
木
の
譜
先
取
Q
骨
盛
､
奥
村
､

河
野
'
木
下
'
島
津
'
杉
原
､
脇
杖
､
川
崎
の
諸
氏
.
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〇
十

I
月
例
宙

十

r
月
十
七
日
(火
)
午
後
六
時
牛
よ
り
発

表
骨
牌
に
於

て､
凝析
準
の
方
法
論
に
関
す

る
討
論
骨
を
開
催
'
先
つ
石
川
教
授
･｡
り

棒
換
和
鯉
師
車
の
研
究
方
法
に
閥
L
t

｢
衆
峯
部
に
於
け
る
日
本
経
緯
革

の
悼
辞
と
現
代
日
本
の
経
済
的
課
旗
｣
に
つ
い
て
の
問
題
抱
起
が
あ
り
.

之
に
つ
い
て
凹
席
者
の
間
に
種
々
熱
心
な
る
質
疑
臆
答
が
行
は
れ
た
.
石

川
教
授
の
論
旨
の
概
婆
は
左
の
如
-
で
あ
る
｡

本
準
細
網
嘩
部
の
悼
椀
を
培
っ
て
凍
ら
れ
た
先
轡
は
開
陳
紐
拷
革
を
合

〝
み
つ
ゝ
そ
の
個
人
主
義
的
主
鯉
性
を
越
え
て
日
本
的
な
虫
鯉
性
を
求
め

之

に

･Lb
つ
て
日
本
経
済
革
を
確
立
す
る
こ
と
を
先
棒
ET
T的

と

せ
ら

れ

た
0
こ
の
無
頼
単
に
於
け
る
主
鎖
性
の
嘩
襖
と
云
ふ
こ
と
は
菅
車
的
考



寮
に
慕
い
て
は
じ
め
て
可
茄
と
な
る
｡
こ
の
憲
嘘
に
於
て
本
選
部
に
於

け
る
日
本
経
済
拳

の
母
と
も
云
は
る
べ
き
戸
E:悼
士
と
西
田
撫
多
郎
博

･t･と
の
親
密
な
る
交
友
は
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
｡
同
校
の
単
関
的

君

国
と
簡
単
的
思
索
と
は
｢
敵
国
を
閤
み
て
｣
に
於
け
る
河
上
博
士
､｢
鮮

所
と
道
徳
｣
に
於
け
る
田
島
博
士
'｢
白
紙
経
済
と
意
志
鯉
済
｣
等
に
於
け

る
作
田
博
士
其
仙

の
人
々
に
於
て
も
見
ら
i
る
.
凡
そ
人
文

科
挙

の
深

層
は
歴
史
的
現
娼
そ
の
も
の
か
ら
輿

(
ら
れ
る
0
偶
人
を
主
煙
と
し
て

形
成
き
れ
た
遁
世
の
東
本
主
我
が
安
定
期
に
来

っ
た
限

り
t
rV
の
個
人

主
義
的
曹
革
を
前
提
と
し
そ
の
上
に
こ
の
宜
衣

の
科
挙

的
分
析
が
個
人

を
真
鯉
と
し
て
進
め
ら
れ
た
O
鉄
る
に
第

一
次
陳
洲
大
戦
以
凍
こ
の
英

米
を
主
線
と
す
る
世
界
資
本
主
義
的
演
在
の
煙
草
が
世
界
史
的
課
題
と

な
っ
た
｡
日
本
も
今
や
此
の
世
界
史
的
課
題
を
負
ふ
て
立
ち
､
国
連
を

特
'
日
本

の
閉
鎖
を
主
煙
と
し
確
論
と
歴
史
と
政
兼
と
を
練
合
す
る
箕

践
拳
と
し
て
の
日
本
観
済
挙
が
打
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
現

に
日
本
の
紐
解
的
絡
力

の
変
坪
の
馬
に
も
経
済
満
都

の
個
人
主
義
的
管

制
主
我
よ
巾
忠
君
変
圃
主
義

(
の
聴
襖
が
求
め
ら
れ
つ
1
あ
る
O
比
の

新
た
な
る
鯉
済
拳
の
主
鯉
は
個
的
多
の
原
別
に
丸
つ
社
食

的
個
人
で
も

な
-
.[
粂
鱒
的

l
の
原
理
に
立
つ
横
力
者
で
も
な
-
､
#
L個

一
如

の
形

J..hナ
.v

成
原
現
と
し
て
の

｢
天
皇
中
心
の
大
家
｣
で
あ
TO
｡
こ
の
目
本

の
閣
僚

の
論
理
を
以
て
は
じ
め
て
璃
な
き
新
LJな
旺
界
が
建

設

さ
れ
る
の
で
あ

ら
.
新
た
な
世
界
車
と
し
て
の
日
泉
経
済
撃
を
異
に
樹
立
す
る
根
本
原

畑
.は
こ
ゝ
に
あ
る
.
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